数学科学習指導案

私立○○高等学校
指導教諭名　○○○○○○　　印

実習生名　　○○○○○○　　印
日　時：　平成20年6月16日（月）　第6時限目
年　組：　○○高等学校　1年D組
科　目：　数学A
1．題材名　組合せ
2．題材について

　（1）生徒観

　　　生徒は皆落ち着いた様子で授業に取り組んでいる。課題に対しても，一生懸命取り組む姿勢が見られる。また，積極的に質問をする生徒も多く，クラス内で教えあう雰囲気がある。
　（2）題材観
　　　具体的な事象の考察などを通して，順列･組合せについて理解し，不確定な事象を数量的に捉えることの有用性を認識するとともに，事象を数学的に考察し処理できるようにする。
　（3）指導観

　　　本時は，組合せの意味を理解させ，順列との違いを，例題を通して理解させていきたい。また，新しい記号
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に慣れてもらうため教科書の問題以外にプリントを用意し，計算練習がより多くできるように工夫していきたい。
3．学習指導計画

　（1）指導目標

　　　組合せの意味と記号を理解させ，
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を計算できるようにする。
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の意味を理解させ，計算できるようにする。
　（2）指導計画　数学A　実教出版
　　　1章　集合と場合の数（全17時間）

　　　　1節　集合と要素の個数（5時間）
1 集合　　　　　　（3/5時間）

2 集合の要素の個数（2/5時間）

2節　場合の数・順列　（7時間）

1 場合の数　　　　（3/7時間）

2 順列　　　　　　（4/7時間）

　　　　3節　組合せ・二項定理（5時間）
①　組合せ　　　　　（3/5時間）・・・本時1/3時間
②　二項定理　　　　（2/5時間）
4．本時の学習指導

　（1）本時の目標
　　　①組合せの意味と記号を理解する。【知識･理解】
　　　②
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が計算できるようになる。【表現･処理】

（2）授業展開

	段階
	学習内容
	生徒の活動･予想される反応
	教師の活動･指導上の留意点

	導入
5分
	・本時の説明
	・教科書，ノートを用意し，授業に取り組む準備をする。
・組合せとは何か考える。
	・教科書，ノートを用意するよう指示する。

・準備をしているか確認する。

	展開　35分

	・組合せの例題
・
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の意味と計算方法

・
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の計算練習

・
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の意味と計算


	・説明を聞き，問題に取り組む。
・記号の意味，計算方法を理解する。
・教科書p33練習1を解く。
・解説を聞き，答え合わせをする。
・
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はどういう意味なのか考える。
・教科書p33練習2を解く。
・解説を聞き，答え合わせをする。
	・例題を提示し順列と組合せの違いを理解させる。
・新しい記号なので，意味と計算方法を細かく説明する。
・記号と意味が理解できているか。【知識･理解】

・教科書p33練習1を解くよう指示する。
・机間巡視

・
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の計算ができているか。【表現･処理】

・例題を使って
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が成り立つことを理解させる。
・教科書p33練習2を解くよう指示する。

・机間巡視

	まとめ　10分
	・演習（プリント）
	・プリントの問題を解く。
	・本時のまとめとしてプリントを配布する。
・机間巡視をしながら理解できていない生徒を個別に対応する。
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